
高校・短大・大学 同窓生関連の最近の話題 

トピック 

ＨＰの更新状況から 

○高等学校関連 

  12.01 とわの森三期同期会 

 

〇短期大学関連 

  11.25 ふみあと会総会 

 

○大学関連 

  

〇地区支部同窓会関連 

 2019 

   2.09 岡山県支部総会 

 2.10 広島県支部総会 

   2.11 山口県支部総会 

 2.15 千歳支部総会 

 2.16 茨城県支部総会 

 2.16 香川県支部総会 

 2.23 北空知支部総会 

   2.24 三重県支部総会  

  

    

目次： 

最近の話題 １ 

緑風会総会 1 

短大Ⅱｺー ｽ総会 2 

支部単位総会 3 

報告等 4 

酪農学園同窓会の現況（卒業生数）2018.4.1 

HP:http://rakuno.org/ 

発行日2019年1月31日(不定期) 第５巻 第１０号（通号５８号） 

風声雪語 －野幌だより－ 
   酪農学園同窓会ニュースレター 

 年明けの恒例行事となってい

る「緑風会」代4回総会・懇親会

が、1月9日（水）午後5時半か

ら、地下鉄豊水すすきの駅そば

の「札幌第一ホテル」を会場

に、同窓生教員60名に学園関係

者18名を加えた78名で盛会に行

われた。 

総会には緑風会近畿地区会長の

河野雅晴氏や新任教員３名、教

員採用試験に合格した4年生5名

にも出席していただいた。 

 総会は二木浩志副会長の司会進行で行われ

た。畠山佳幸会長の開会挨拶に続き、会長を

議長に議事が進行した。総会次第により2018

年度事業報告・会計報告・監査報告が事務局

や監査から行われ、拍手で承認された。2019

年度役員（案）については4月の人事異動後に

再提案することが承認された。事業計画につ

いては原案どおり承認され、中央研修会が8月

3日、第15回総会・懇親会が2020年1月8日に

開催されることになった。 

 引き続き開催された懇親会は、岸田隆志副

会長の司会進行により、改めて畠山会長より新年

の挨拶が行われた。来賓挨拶では谷山理事長が高

大連携強化を含めた挨拶が行われた。続いて竹花

学長から大学の現況が紹介、翁長入試広報セン

ター長から学生募集に係る謝意が述べられた。 

学園関係者の来賓紹介ののち、小山久一同窓会長

が干支に関する話題を紹介し乾杯が行われた。年

に1度の懇談の場で和気藹々とした雰囲気の中で和

やかな懇談が行われた。 

中ほどで河野近畿地区会長の挨拶や新任教員紹

介、教員採用試験に合格した学生の紹介も行わ

れ、最後に長谷川豊参与の一本締め、集合写真撮

影ののちに閉会となった。 

編集後記 4 
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２０１７年度 累計卒業生数 

 大学院 計  １， ６２１名 

 大   学 計   ３０，１６０名 

 短 大 計        ９，４８７名 

 高 校 計   ２０，０４９名 

 合 計 計   ６１，３１７名 

 酪農義塾 計           ３０３名 

   酪農学校 計    

       ＊９１，５１７名 

   総合計  

    １５３，１３７名 

地区支部の設置状況（ ）は未設置        

北海道１区：石狩 ３支部（１）(江別) 

北海道２区：道央 ６支部（２）(空知1)(胆振2) 

北海道３区：道南 ５支部（２）(後志1)(後志2) 

北海道４区：道北 ６支部（１）(留萌1) 

北海道５区：道東 ６支部（０） ２６支部（6) 

東北地区 ：   ６支部（０） 

関東甲信越地区：１０支部（０） 

中部地区：    ７支部（０） 

近畿地区：    ６支部（０） 

中国地区：    ５支部（０）) 

四国地区：    ４支部（０） 

九州地区：    ８支部（０）４６支部（０) 

酪農学園緑風会(教員ＯＢ会)総会・懇親会報告 



 講演会終了後、記念写真を撮影し17時から親睦交流会が

開催された。 

 黒澤敬三氏の司会で始まり、山川会長のあいさつのあと、

学校法人酪農学園谷山弘行理事長から祝辞と酪農学園の現況

が報告され。ホクレン会長内田和幸氏がふみあと会会長就任

あいさつを兼ねて祝杯の音頭を取り開会となった。 

 親睦交流会では本年１月に行われた、Ⅱコース愛唱歌「ふ

みあと」のオーケストラ版収録の様子を収めたDVDが放映

された後、女性陣のコーラスをバックに全員でふみあとを合

唱。1期から20期まで年代を超えた同窓生が参加者プロ

フィールを掲載した栞を見ながら、お互いの経営状況や地域

の農業情勢を話し合う様子や、半世紀前の学生時代を思い出

し感慨にふけるなど、働きながら学ぶという実学教育を共有

したⅡコース同窓生ならではの交流の輪が広がっていた。特

に今回は若い同窓生が大勢参加し「卒業期が違う同窓生が一

堂に集まる機会は貴重、次回は同期会を兼ねて皆を誘って参

加したい」との話が出るなど、今後の発展を望むうえで心強

い限り。 

 締めは鹿児島県日置市で乳牛80頭、個体平均乳量１万㎏

の酪農を営む18期・西園満徳氏の発声で親睦交流会を閉じ

た。 

 

 二次会は19時30分から50名が参加。日本新三大夜景に

選ばれた札幌の夜景を一望する31Ｆカーサビアンカにおい

て北海道議会議員の６期・白川祥二氏の乾杯で始められた。

15時半からの長丁場で先輩同窓生がお疲れ気味のなか、若

い同窓生はかって教鞭をとられた恩師・野英二酪農学園大学

副学長を囲んで大盛り上がり。野先生は「いやいや現地教育

では俺が教えられた・・・」とヒートアップするなど、それ

ぞれ札幌の夜景をバックに思い出づくりに励んだ。話が尽き

ぬなか、JAしずない代表理事組合長の13期・西村和夫氏の

締めで長い1日を終えた。 

            講演者 内田和幸氏 

単位同窓会 紹介コーナー            
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風声雪語 －野幌だより－ 

 酪農学園短期大学Ⅱコース 

「ふみあと会」第２回総会・講演会・

親睦交流会報告 

 
 11月25日（日）15時30分から、新札幌の

「ホテルエミシア札幌」２Ｆパステルを会場に

「ふみあと会」の第２回総会、16時から講演

会、17時から親睦交流会が開催された。  

 遠くは鹿児島県や熊本県、岐阜県、大阪府か

ら参加した方もおり1期から20期までの同窓

生会員71名と学園来賓者５名の総勢76名により開催され

た。 

第２回となる総会は、黒澤敬三副会長の司会で進行し、山川

勝会長の開会あいさつに続き、小野敏氏（５期）を議長に選

出して議事が進行した。 

 報告事項では事務局の炭谷輝男副会長から事業報告、会計

の泉澤章彦氏から会計報告、古川豊記氏から監査報告がそれ

ぞれ行われ拍手で承認された。審議事項では若干の規約改定

と役員改選が行われ、役員改選では山川勝氏（１期）が勇退

し内田和幸氏（５期）が新会長に就任、新たに家入隆氏（９

期）を副会長に選任。その他の役員は留任が提案され承認さ

れた。今後の活動については役員任期の３年後を目途に３回

目の総会・親睦交流会を開催したい旨が報告された。 

 

 総会終了後、同会場において、「北海道農業におけるホク

レンの役割」と題し、ホクレン代表理事会長・内田和幸氏

（短大Ⅱコース５期生）の講演が行なわれた。 

 内田会長は、ホクレンは1919年（大正8年）に北海道信

用購買販売組合聯合会として設立され、来年百年を迎えるこ

とを冒頭紹介。また1兆5千億円の売上高をもつ経済団体と

しての役割と、農業協同組合としての相互扶助の精神に立脚

したさまざまな活動内容を紹介した。今回の相次ぐ台風被害

や胆振東部地震における被害補償について自助公助共助の立

場からホクレンのさまざまな被害者支援を紹介。「大規模停

電ブラックアウトにより２日間で２万１千ｔの生乳が廃棄さ

れ約20億円の損失が出た酪農家に対しては指定生乳生産者

団体としてのホクレンの立場から、更に震源地での建物被害

など地震対策としてホクレンとして過去最大規模となる40

億円の生産者支援を決めた。これは共助の理念を持った協同

組合だからこそできる対応」と地域農業を守るというホクレ

ンの役割を強調した。 

 今後のＴＰＰやＥＰＡに伴い一次産業へのしわ寄せが想定

される中、関税率の引き下げ等で疲弊する農業分野に対し

て、最先端の技術を駆使した営農指導強化やＩＴ化、ロボッ

ト搾乳機など省力機械化により後継者を育てることの重要性

も述べた。 

 生産者と消費者が一体となった取り組みや、家族経営で生

活が成り立つ環境をどうやって作るかなど多様な考えを取り

入れ政策決定することの重要性も述べた。 

最後に学生時代に触れ、「20歳前後の多感な時期に酪農学

園で“三愛精神”と“健土健民”の精神に触れたこと、短大

Ⅱコースで働きながら学ぶ多くの仲間に出会えたことがその

後の人間形成のうえで大きな財産になった」と振りかえっ

た。 

 

 
 



単位同窓会・地区支部同窓会紹介コーナー            
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第５巻 第１０号（通号５８号） 

  とわの森三愛高等学校 第3期同期会実施報告 

2018年12月1日（土)15：00よりホテルポールスター札幌

において、同期会を行いました。 

 同期生およそ50名と恩師、現在の校長先生などを加えおよ

そ60人の参加となり盛大な会となりました。２０数年ぶりの

再会が懐かしく、まるで高校生に時が戻ったような感覚を持

ち、懐かしい話に花を咲かせました。 

 これを機に、今回参加できなかった友達とも連絡を取り、今

後クラス会や同期会をやっていこうと確認しました。改めてこ

の会に参加いただいた恩師や校長先生を初めとする現職の先生

皆様、そして集ったみんなに感謝申し上げます。 

（文責 藤島 浩二）  

 

平成３０年度九州地区熊本県支部総会報告 

 去る１１月１７日（土）午後3時15分か熊本市内「アーク

ホテル」を会場に熊本県支部の平成29年度総会が１７名の同

窓生や学園関係者等で開催された。 

 本学からは講演会の講師も兼ねて石島力副学長にご出席いた

だいた。同窓会からは会長所用のため野村武顧問が出席した。 

 総会は竹本智公事務局長の司会進行で進められ、開会挨拶の

のち、藤崎英廣支部長の歓迎のご挨拶が行われた。来賓紹介の

のち協議事項に入った。 

 協議事項では平成29年度会計報告および監査報告が行なわ

れ、原案が承認された。 

 第二部の講演会では石島副学長がスライドでしながら、

「「北海道におけるエゾシカ対策～捕獲対策・有効活用～」の

テーマで約1時間ちかく講演し、エゾシカ対策の実情をわかり

易くお話しいただいた。 

 講演会終了後、懇親会が５時過ぎから同ホテルにおいて行わ

れた。藤崎支部長のお礼の挨拶後、和気藹々とした和やかな懇

談が繰り広げられた。 

 最後は顧問の清村誠也様の万歳三唱で終了し、集合写真撮影

ののち閉会となった。 

 北海道第２地区日高第二支部総会報告 

 １月１２日（土）午後６時から新ひだか町静内の「大龍」を

会場にして、第４回となる日高第二支部総会が開催された。 

 日高第二支部は新ひだか町、様似町、浦河町、えりも町の４

町で約２５０名の会員で構成されている。 

 総会には１７名の同窓生会員と学園から野英二副学長、同窓

会から小山久一会長が出席した。会の冒頭、下川孝志支部長が

歓迎のご挨拶を述べた。来賓挨拶では野副学長が学園の近況

（冊子を元に後援会事業、とまの森三愛高等学校等）を報告し

ていただいた。 

 総会は峰村良和事務局長の司会、下川支部長を議長に進行

し、議事１．2018年度の事業報告並びに、決算報告・監査報

告では事務局から報告に続き、監査から監査報告が行なわれ

た。次に議事２．として2019年度の事業計画並びに収支予算

案が提案され拍手で承認された。 

 その後、同会場で懇親会が開催され、小山同窓会長は同窓会

の概況を紹介して戴き、乾杯のご発声とともに懇親会に入っ

た。出席者全員からの自己紹介や近況報告のスピーチがあり、

和気藹々とした中で懇談が続けられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同窓生著書紹介 書名：合歓の花 

著者：北畑光男氏（埼玉県 酪農学科7期 1969年度卆） 

91p ； 21ｃｍ 株式会社思潮社 2018.11 

 前の詩集「北の蜻蛉」を刊行したのが2011（平成23）年

11月。それ以降の作品を収録しました。この7年間の間に、見

たり、体験したり、考えたりしたことを小生なりに詩作品にし

てみました。読み直してみると、今まで以上に、他者の存在を

意識して書いてきたような傾向があるように感じられます。巡

り巡って、他者は自分の問題でもあります。 
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〒069-8501 

北海道江別市文京台緑町５８２ 

            酪農学園同窓会 

電話 ０１１（３８６）１１９６ 

FAX ０１１（３８６）５９８７ 

Email: rg-dosok@rakuno.ac.jp. 

HP:http://rakuno.org/ 

今後の主なスケジュール（ＨＰ参照） 

2019年  

  ２月０９日（土） 中国地区岡山県支部総会（岡山） 

 ２月１０日（日） 中国地区広島県支部総会（広島） 

 ２月１１日（月） 中国地区山口県支部総会（小郡） 

 ２月１５日（金） 石狩地区千歳支部総会 （千歳） 

 ２月１６日（土） 関東甲信越茨城県支部総会(つくば) 

 ２月１６日（土） 四国地区香川県支部総会（高松） 

 ２月２３日（土） 道央地区北空知支部総会（深川） 

 ２月２４日（日） 中部地区三重県支部総会（津） 
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あ と が き 

   

 ２０１９年が明け、早ひと月が経とうとしています。 

 平成最後の年となりますが、いかがお過ごしでしょうか？ 

 皆様にとって平穏な年となりますようお祈り申し上げま

す。 

 酪農学園同窓会では、2月に入り左記のとおり全国各地で

ほぼ毎週のように同窓会が開催されますのでお知らせいたし

ます。 

 附属高校・大学では、今、入試シーズンを向かえていま

す。センター入試、学力選抜試験等々。 

 また、卒業式を前に、定期試験や卒論発表会、定年教員の

最終講義等も行われます。 

 大寒を過ぎ、本格的な降雪の時期となり、2月初旬の

「さっぽろ雪まつり」の準備も行われております。 

 来道されるOBがおりましたら本学まで足を伸ばして母校も

見学していただければと思います。 

 ２１日には久々にホワイトアウトになるくらい猛烈な吹雪

を経験しました。 

 しかし晴天時の日差しの中には春を感じさせるような気配

があります。「冬来たりなば春遠からじ」といったっところ

でしょうか？ 

 あと２ヶ月で待ち遠しい春を迎えます。   

北海道第５地区十勝支部総会報告 

 1月26日（土）11時より同窓会北海道第5地区十勝支部第8回総

会が若竹会館で開催された。出席者は40名。飯島 勝支部長の開

会挨拶につづいて、来賓の小山久一同窓会会長と野英二酪農学

園大学副学長からのご祝辞をいただき、同窓会および大学の現

状についても合わせて報告していただいた。  

 議事の一つであった第10回（次々回）の総会を酪農学園視察

と併せて1泊2日で行う案については、酪農学園大学で現在7月に

開催されているホームカミングデーに合わせてはどうかという

意見が出され、次回総会までに理事会を通して具体的な案を検

討することとなった。 

 また総会集合写真の配布方法についても具体的な意見が出さ

れ、早急に検討することとなった。  

 総会後「100円ショップ。知って助かる”災害の知恵”」と題

した講演は、100均ショップで売られているグッズを会場に持ち

込んで、いわば実習の形で行われた。 

 講師の帯広ライフサポート協会代表佐藤悦弘氏は、昨年まで

消防で約40年間救急業務に従事しており、豊富な知識と経験、

それに話術にも長けている方で参加者の防災意識を高める非常

に有意義な時間となった。  

 昼食会は、永田 享 後援会常務理事の乾杯の発声ではじまり、

限られた時間ではあったが参加者は親睦を深めていた。 

 畠野健一副支部長の閉会挨拶のあと集合写真の撮影と、酪農

讃歌斉唱を行い解散となった。（文責 藤原 崇）  

小冊子紹介：デンマークに学べー黒澤酉蔵翁・遺訓ー 

編著者 仙北富志和（学園長） 発行 酪農学園後援会 
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目次 はじめに 黒澤酉蔵翁の遺訓 

1節 人生の意義とは 

2節 私のデンマーク論 

3節 酪農の使命ー「健土健民」の実現 

4節 デンマークに学べ－三愛精神 

黒澤酉蔵翁の主な業績 

本冊子は、酉蔵翁が残した多くの遺訓の中から、最晩年の昭和52

年1月から57年4月にかけて月刊専門誌「近代酪農」に「酪翁百

話」として口述連載（執筆：浅田英祺）したもののうち「私のデ

ンマーク論」と題した部分を中心に抽出し、意訳・改題したもの 

です。 

＊入手ご希望の方は、実費送料分１８０円を添えて、上記の事務

局まで申込下さい。 


